Nihon ni okeru "Shinwa" gainen no sōsei by 吉田  比呂子
日本における「神話」概念の創成












































































2　 2011 年 4 月の小学校国語の教科書から、伝統文化として「神話」が掲載されている。因幡の白ウサギ
が 5 社中 4 社の教科書に載り、ヤマタノヲロチは 2 社の教科書に、海幸彦と山幸彦は東京書籍の教科
























































































7　『日本学誌』明治 22（1889）年 2 月所収。
8　『明治会叢誌』明治 22（1889）年 12 月所収。






















































































































































































































































































































10　 以下も参照。『和英語林集成』（J.C. ヘボン）「Densetsu　傳説　tsutae banashi　A tradition story saying 









































11　 『反省雑誌』1899 年〔明治 32〕3 月所収。
12　 記紀風土記の神話を材料にした「歴史画」が描かれた。山本芳翠「浦島」（1893―95 年）、青木繁「黄
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神 代 物 語 」「 ミ ソ ロ ジ ー　Mythology　 英　 神 話　 神 話 学 」「 ミ ソ ジ ス ト　
Mythologist　英　神話学者　神話作者」。
『改訂版外来語辞典　附新語及神話小解』（1916 年、勝屋英造篇）同上。
『東西文学比較評論』（1916 年、高安月郊）「神話を捉えても芸術的である」。
『ポケット顧問　や、此は便利だ』（1919 年、下中芳岳）新聞語解説。「ミソロジー　
Mythology　神話、神話学」。
『上代国文学の研究』（1921 年、武田祐吉）「伝説」「神話」。
『神と神を祭る者との文学　上代文学の研究　第一編』（1924 年、武田祐吉）「三、神話
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の一考察」「神話が神を祭る者によりて伝へられたことは言ふまでも無いことで、
従って神話のうちに祭の記事が入ってゐることも当然の話である」と述べ、「神
話」と神が一体と考えられている。
『改訂国文学史総説』（1926 年、藤村作）「第一篇　大和時代の序説」「古事記・日本書
紀に見える神話・伝説並びに歌謡はそのもっとも古いものであろう」とし、「祝
詞のもつ本質的ものから文学の起原を説かうとするものもある。而して神話が歴
史伝説や日本霊異記に見える佛教説話となり」という。
　以上、近代「国文学」「国文学史」の研究方法と姿勢、そして学術用語「伝説」「神話」
の概念形成について見直すことができた。近代化の中で近世国学と近代科学の実証主義が
折衷され、近代「国文学」「国文学史」が形成され、学術用語「伝説」「神話」の概念が形
成された。近代「国文学」「国文学史」が文学のはじまりとして位置づける記紀は、重要
な文献であるが、和文体ではない。したがってその「記紀の万世一系の神話」を、別の方
法で位置づけ直す必要性が生じた。記紀の「伝説」を翻訳語「神話」に読み替えることに
より、世界的視野の「日本神話＝記紀神話」へと転換を図り、前面に押し出す。1912 年
には「神話」を山田美妙が単純に「神の話」という意味として『大辞典』で説明する。
「神」の意味は本来、初期の辞書類では多神教の神であり、当然特定の神を指すものでは
なかった。このような神の説明には、皇統譜の神を簡単に入り込ませることができた。こ
の神の変質は概念からの変質ではなく、「日本神話」と「万世一系の皇祖神」を重ねる中
で、「神話」の意味が単なる「神様の話」へと転換されたことで生じたのである。この融
通無碍な「神」の意味が「一神教の神」や「皇祖神」を取り込んだ時、「記紀神話」は
「日本神話」となり、日本最古の文学書として、歴史書の地位を与えられることになった。
「神話」「日本神話」は国家創世神話であり、建国神話であり、皇統譜の神話なのである。
神仏習合のように「神」概念の再編成が行われ、「日本神話」が国家神道の背景になった
際、多神教世界の「神」の融通性が、国民国家を形成する装置となったと言える。この
「神話」概念の創成は、価値観の変質の状態も焙り出すものでもあると言える。
　このアプローチが、近代化の中で、いかに各学問分野の学術用語や方法論を再編成した
か、今後の概念研究へと繋げてゆく必要性があると思われる。
